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２０２１年度八王子市予算案 会派代表質疑

第1回定例市議会が開会され、アオヤギ有希子市議は会派代表質疑で党市議団を代表して、

市民の命とくらしを守るための質疑と提案を行いました。主な質疑を紹介します。

検索共産党八王子

鈴木ゆうじ アオヤギ有希子 石井ひろかず 望月 翔平

日本共産党八王子市議会議員団ニュース

●党市議団はこの1年、PCR検査を民間の検査会社の利用で戦

略的に行うことを提案してきました。市はこれまで申し込みをしな

かった、各高齢者施設でPCR検査を行う「東京都と区市町村の

共同事業（４月～６月まで）に申し込む」と表明。すでに都が実施

している、広域型特養、老人保健施設、介護医療院に加え、

地域密着型特養、通所施設、グループホームなどほぼすべ

ての施設で、１回のPCR検査ができることになりました。さらに、

日本財団が実施する検査も都から市に対して、各施設に周知徹

底するよう求められています。こちらは、期限も回数も制限はあ

りません。国の分科会や都のモニタリング会議が、無症状の大

規模検査の方針をだしており、早期に市独自に検査体制をつくる

よう求めました。

市政へのご意見・ご要望をお寄せください

アオヤギ有希子市議

国保値上げは多摩26市中八王子と４

市のみ、介護保険料の値上げ強行
●多摩26市中21市が21年度は国保の値上げを見送っていま

す。コロナ禍で多くの人が医療を必要とし、収入が減った加

入者も多くいます。値上げは中止すべきです。 社会保障で

あるという認識を持って財政運営を行うよう求めました。また、

同時に介護保険の値上げも示され、介護の基金や各種基金

を活用すれば値上げは踏みとどまれると示し、負担軽減を求

めました。

答弁 被保険者の保険負担、被保険者以外の方の負担の公

平性及びコロナの影響を考慮した。国民健康保険は社会

保障の一つと認識している。

保健所の保健師の増員、積極的疫学

調査の強化を
●多摩地域の都立保健所の保健師が増員されます。特措法、

感染症法の改定で、事業者や国民に対し、罰則規定が盛り

込まれました。脅しや制裁をする国の姿勢が、差別や偏見の

温床になっています。保健所の疫学調査を幅広く正確に進め、

体制強化をしていくことを求めました。

答弁 業務の質と量に応じて適切な職員体制を確保してい

く。積極的疫学調査は、法改正後も、これまでと同様に、

市民の皆様に寄り添った支援を継続していく。

強引な障害者施設への補助金削減は

許されない
●障害者の居場所である、日中活動系事業所の安定化事業

の大幅削減が提案されています。市は、各団体への説明で

は「コロナ禍での市の歳入減」があるため削減を提示してい

ましたが、この歳入減はほぼ国から補填されており、削減の

根拠が無くなっています。コロナ禍で懸命な努力をしている障

害者施設に対して、安定化補助金を削減してはなりません。

生活保護の扶養照会は不要
●生活保護申請時におこなう扶養照会が申請を妨げるケー

スが少なからずあります。扶養照会を本人の意思に反して行

うことは許されず、あくまでも例外的に行われることなどを明

記すべきと求めました。また、生活保護は権利であることをH

Pなどで周知するよう求めました。

答弁 国からの通知もあり弾力的な運用をしていく。申

請も必要な人がためらわず相談できるよう周知に努める。

学校の統廃合、プール削減、許さない
体育館エアコン設置 早期に
●市は学校の複合化と、付属施設の集約化（プールの廃止）

の議論を進めています。教育施設をコストとして考えるのでは

なく、充実した教育環境を子どもたちに保障することが問わ

れています。体育館のエアコン設置を全校で実施するよう求

め、少人数学級への対応の観点から、小中一貫校や義務教

育学校として進めている学校の統廃合計画は見直すことを求

めました。

答弁 体育館エアコンは令和３年度大規模風水害時に開設

する施設への整備を進める。学校施設は生きる力を育む

場である。子どもたちの成長に欠かせない教育環境整備

に取り組んでいく。

すべての高齢者施設での
PCR検査を実施へ

コロナ

対 策



大
横
、
東
浅
川
、
南
大
沢
の
３

つ
の
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
、
長

房
ふ
れ
あ
い
館
や
駅
な
ど
を
結
ぶ

無
料
の
送
迎
バ
ス
が
、
こ
の
３
月

で
廃
止
に
。
そ
の
決
定
を
受
け
、

困
惑
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
年
間
延
べ
２
万
人
ほ
ど

の
利
用
者
の
事
情
を
伺
っ
て
、
存

続
を
軸
に
当
面
の
代
替
手
段
の

案
内
を
し
な
が
ら
、
支
援
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

は
ち
バ
ス
延
伸
な
ど
の
代
替
案

ま
た
、
は
ち
バ
ス
を
延
伸
し
て
、
高
尾
駅
と
東

浅
川
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
西
八
王
子
駅
と
大

横
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
結
ぶ
こ
と
、
小
宮
公
園

と
暁
町
２
・
３
丁
目
か
ら
中
野
中
央
通
り
を
通
っ

て
市
役
所
と
大
横
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
八
王

子
駅
を
結
ぶ
新
し
い
は
ち
バ
ス
路
線
を
設
け
る
こ

と
な
ど
提
案
し
ま
し
た
。

市
は
、
民
間
路
線
バ
ス
が
近
く
を
走
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
消
極
的
な
答
え
で
し
た
が
、
乳
幼
児

健
診
や
高
齢
の
方
た
ち
に
と
っ
て
は
特
に
施
設
の

前
に
止
ま
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
は
ち
バ
ス
の
利

用
者
に
と
っ
て
も
利
便
性
が
広

が
る
わ
け
で
す
か
ら
、
た
だ
廃

止
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
う
し
た

提
案
を
実
現
す
る
よ
う
強
く
求

め
ま
し
た
。

２０２１年度予算案 予算等審査特別委員会 総括質疑（大要）

●
扶
養
照
会
を
な
く
し
て
必
要
な
方
が
受
け
ら

れ
る
生
活
保
護
制
度
へ
！

生
活
保
護
申
請
を
た
め
ら
う
要
因
で
あ
る
扶
養

照
会
に
つ
い
て
、
本
市
で
の
運
用
を
見
直
す
べ
き
だ

と
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

市
長
か
ら『
生
活
保
護
は
国
民
の
権
利
で
あ
る
』

と
の
答
弁
が
あ
り
、「
権
利
を
行
使
す
る
う
え
で

障
害
と
な
っ
て
い
る
扶
養
照
会
は
行
う
べ
き
で
は

な
い
」
と
質
し
ま
し
た
。
扶
養
照
会
を
行
う
根
拠

と
し
て
市
は『
扶
養
が
保
護
に
優
先
し
て
行
わ
れ

る
も
の
』
と
示
し
た
生
活
保
護
法
第
４
条
の
２
項

を
あ
げ
ま
し
た
が
、
扶
養
照
会
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
理
由
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

●
扶
養
照
会
の
拒
否
が
申
請
や
受
給
を
妨
げ
る

も
の
で
は
な
い

扶
養
照
会
は
義
務
で
は
な
い
と
い
う
厚
労
大
臣

の
答
弁
や
生
活
保
護
法
の
条
文
に
も
規
定
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
扶
養
照
会
を
拒
否
し

た
こ
と
で
申
請
の
受
理
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
と

の
問
い
に
、
市
は
明
確
に『
拒
否
の
意
思
表
示
が
申

請
書
の
受
理
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
』と
答
弁
し

ま
し
た
。

●
利
用
し
や
す
い
生
活
保
護
制
度
に
向
け
て

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
し
お
り
等
に
必
要
な
方
が

た
め
ら
わ
ず
に
申
請
で
き
る
よ
う
制
度
を
わ
か
り

や
す
く
案
内
す
る
よ
う
求
め
た
の
に
対
し
、
市
側

も
扶
養
義
務
者
が
D
V
加
害
者
で
あ
る
場
合
に

は
扶
養
照
会
の
対
象
で
は
な
い
こ
と
な
ど
を
示
し

た
厚
労
省
通
知
も
踏
ま
え
て
配
布
物
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
内
容
を
見
直
す
と
答
弁
し
ま
し
た
。

望月翔平

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
―
「
ま
だ
理

解
が
十
分
で
な
い
世

代
が
あ
る
」

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
社

会
を
実
現
す
る
た
め
、
性
暴
力
被
害

の
根
絶
、
L
G
B
T
の
方
々
へ
の
差
別

や
偏
見
を
な
く
す
取
組
は
、
男
女
共

同
参
画
推
進
条
例
で
欠
か
せ
な
い
視

点
で
す
。
市
議
会
は
、
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
条
例
を
つ
く
る
た
め
の
議
論
を

開
始
す
る
請
願
が
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
て
い
ま
す
。
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
の
実
施
を
進
め
る
時
で
す
。

答
弁
:
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

は
世
論
調
査
か
ら
、
ま
だ
理
解
が
十
分

で
な
い
世
代
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

啓
発
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
女
性
の
困
難
が
一
層
深
刻
に
・

「
生
理
の
貧
困
」
解
決
を

コ
ロ
ナ
禍
で
、
女
性
に
家
事
育
児
の
負
担
増
に
加

え
、
シ
フ
ト
減
、
失
業
、
非
正
規
雇
用
で
休
業
補

償
を
受
け
ら
れ
な
い
な
ど
の
深
刻
な
事
態
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
特
に
女
性
が
従
事
す
る
医
療
、
介
護
、

保
育
の
賃
金
格
差
、
飲
食
、
旅
行
業
な
ど
は
就
業

者
が
大
幅
に
減
り
、
性
暴
力
被
害
、
D
V
の
被
害

も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
必
要
な
人
に
休
業
補
償
の

情
報
が
い
き
わ
た
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、

ひ
と
り
親
家
庭
、
困
窮
家
庭
へ
の
給
付
金
制
度
を

求
め
ま
し
た
。

厚
生
分
科
会
で
は
、
生
理
用
品
が
買
え
な
い

「
生
理
の
貧
困
」の
解
決
の
第
一
歩
と
し
て
、
防
災

備
品
の
生
理
用
品
の
配
布
を
求
め
ま
し
た
。

答
弁
：
子
育
て
家
庭
へ
の
更
な
る
支
援
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
適
切
に
判
断
す
る
。
生
理
用
品
の
配
布
は

関
係
者
か
ら
情
報
収
集
を
し
て
対
応
を
考
え
て
い
く
。

不
要
不
急
の
開
発
は
や
め
、
く
ら
し
の
予
算
へ

補
助
金
や
福
祉
の
予
算
を
削
り
（前
年
構
成
比

4.5
％
減
）
、
開
発
な
ど
投
資
的
経
費
は
前
年
よ
り

6.4
％
増
。
新
年
度
か
ら
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る

物
流
整
備
地
、
川
口
天
合
峰
は
樹
木
が
伐
採
さ

れ
茶
色
の
山
肌
を
露
出
さ
せ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
市
民
意
見
に
沿
っ
て

自
民
や
市
民
ク
ラ
ブ
の
議
員
か
ら「
学
校
プ
ー
ル

の
廃
止
や
集
約
化
は
、
市
が
早
く
計
画
を
出
す
べ

き
、
市
民
が
反
対
し
で
き
な
か
っ
た
ら
誰
が
責
任

を
取
る
の
か
」
ま
た
、「
開
発
の
許
認
可
が
都
か
ら

市
と
な
っ
た
こ
と
で
、
市
民
に
近
く
な
り
す
ぎ
法

律
に
沿
っ
た
判
断
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
」な
ど
、
露
骨
に
市
民
意
思
を
排
除
し
よ
う

と
す
る
質
問
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
改
め
て
民
意

に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
を
市
長
に
求

め
ま
し
た
。
市
長
か
ら
、「
も
と
よ
り

市
民
の
意
見
に
基
づ
く
こ
と
が
必
要
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

生 活

保 護石井ひろかず

保健福祉センター無料
送迎バス廃止の再検討を

●
党
議
員
団
の
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方

①
長
い
年
月
を
か
け
市
民
が
つ
く
り
上
げ
て
き
た
本
市

の
地
域
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
か

②
く
ら
し
・
営
業
し
て
き
た
者
、
誰
も
が
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
こ
と

③
ま
ち
を
支
え
て
き
た
商
工
農
業
者
が
さ
ら
に
発
展
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
こ
と

④
生
活
者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
こ
と

⑤
市
民
参
加
型
に
よ
る
市
民
意
思
に
も
と
づ
く
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
か

⑥
時
代
の
要
請
に
応
え
、
行
政
課
題
を
実
現
す
る
ま
ち

づ
く
り
か
（S
D
G
ｓ
の
目
標
に
合
致
し
て
い
る
か
等
）

くらし削り
大型事業
に４２０億円

（２年間で）

鈴木ゆうじ

ジェンダー平等、コロナ
禍で女性の困難解決を

アオヤギ有希子


